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４） インターチェンジがある場合の利用交通 

 外環道本線に加えて、インターチェンジが設置されると、外環道の開通による交通変化に、イン

ターチェンジからの利用交通による交通変化が新たに発生する。 
 

① 5 箇所のインターチェンジがある場合 

¦  シミュレーションの結果、外環道に 5箇所の ICが設置された場合には合計 6.7 万台/日の利用交通

量が推計された。このうち 2/3 にあたる 4.4 万台/日が地元（7区市）に関連する交通となること

と試算された。 

5 箇所のインターチェンジがある場合  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

狛江市

川崎市

世田谷区

その他

世田谷通りIC
利用交通量

約12000台/日

7300台/日

3000台/日

1000台/日
300台/日

調布市

 

府中市

三鷹市

 
 

その他

国道20号IC
利用交通量

約16000台/日

9900台/日

2000台/日

2700台/日

1400台/日

杉並区

西東京市

東村山市

練馬区

武蔵野市

東久留米市

 
小平市

その他

青梅街道IC
利用交通量

約18000台/日

4700台/日

1800台/日

1500台/日

1200台/日

700台/日

3900台/日

2500台/日

1600台/日

その他

練馬区

目白通りIC
利用交通量

約7000台/日

6900台/日

２00台/日

その他

三鷹市

小金井市

府中市
調布市

  

東八道路IC
利用交通量

約14000台/日

4000台/日

2900台/日

2700台/日

1100台/日

3600台/日

オン 

オフ 

東名方向： 
約 7000 台/日 

関越方向： 
約 11000 台/日 

東名方向： 
約 3000 台/日 

関越方向： 
 約 11000 台/日 

東名方向： 
約 5000 台/日 

関越方向： 
 約 11000 台/日 

東名方向： 
約 6000 台/日 

関越方向： 
 約 6000 台/日 
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インターチェンジが「それぞれ単独」にある場合 

 

¦  シミュレーションの結果、外環道の ICを「それぞれ単独に設置」した場合、「5つの ICを設置

した場合」に比べ、ほとんどの IC で利用交通量は増加すると試算された。 

¦  IC を個別にみると、目白通り ICや世田谷通り ICでは、近くに既存の ICがあるため、「それぞ

れ単独で設置」しても利用交通量の増加は小さくなる。 

¦  一方、その他の IC（青梅街道 IC、東八道路 IC、国道 20号 IC）では、「それぞれ単独で設置」

した場合、利用交通量の増加は大きくなり、IC周辺に交通が集中することが考えられる。 

 

目白通り IC だけが設置された場合 青梅街道 IC だけが設置された場合 東八道路 IC だけが設置された場合

オン 

オフ 

利用交通量 
 約 0.7 万台/日 
 東名方向： 

約 0.7 万台/日 

 関越方向： 

   － 

利用交通量 
 約 2.5 万台/日 
 東名方向： 

約 1.2 万台/日 

 関越方向： 

約 1.3 万台/日 

利用交通量 
 約 2.0 万台/日 

 東名方向： 

約 0.3 万台/日 

 関越方向： 

約 1.7 万台/日 
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国道 20 号 IC だけが設置された場合 世田谷通りICだけが設置された場合
JCT 構造と一体型のインターチェンジ

だけが設置された場合 

オン 

オフ 

利用交通量 
 約 3.0 万台/日 
 東名方向： 

約 0.8 万台/日 

 関越方向： 

約 2.2 万台/日 

利用交通量 
 約 1.6 万台/日 
 東名方向： 

約 0.7 万台/日 

 関越方向： 

約 0.9 万台/日 

利用交通量 
 約 3.8 万台/日 
 東名方向： 

約 1.1 万台/日 

 関越方向： 

約 2.7 万台/日 




